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共生科学研究センターの理念と目標
　本センターは、人間社会と自然環境の共生のための科学－共生科学－を通して、自然の保全と再生に資する研

究を進めることを目的としています。現在、地球上では人間活動の急激な増大に伴う大量生産、大量消費、大量

廃棄等が、温暖化、酸性雨、オゾンホール、産業廃棄物、生物種の絶滅、生態系の破壊などの重大な歪みをもた

らし、大きな社会問題となっています。地球圏や生態系は、種々の要素が相互に関連しあって全体の系を構成し

ながら動いている複雑系であり、その理解には分析的な手法と総合的な手法の両面を取り入れた、物質から地球

規模に至る多元的研究が要求されます。我々は、物質から生態系までを研究対象とし、奈良地域および紀伊半島

を基点に、東アジア地域から全球的拡がりを視野に入れ、自然環境と共存できる人間活動のあり方について、広

く提言を行うことを目指しています。

沿革
　奈良地域および紀伊半島には、奈良時代にさかのぼる本草学の長い歴史や、南方熊楠をはじめとする明治以降の博物学の歴史

があります。また 1908（明治 41）年の開学以来、本学は、淡水生物学や植物生態学などの研究教育拠点ともなってきました。

このような伝統に加え、1996（平成 8）年より奈良女子大学の研究者が中心となって発足した「紀伊半島研究会」の活動が母胎

となり、人間活動と自然環境との調和のある関係を模索するという社会的ニーズの高まりを背景に、新しい科学としての「共生

科学」の創成を目指す機運が高まりました。そして、その核となる組織を設立すべく、1998（平成 10）年、共生科学研究センター

設立準備委員会が奈良女子大学内に設けられ、2001（平成 13）年 4 月 1 日に、本学初の省令施設として共生科学研究センター

が発足しました。

　初年度には、各種野外観測、調査および研究拠点として、奈良県東吉野村の廃校（旧四郷小学校）の一部を借り受け、センター

分室も開設されました。2004（平成 16）年度からは、奈良女子大学が国立大学法人に移行したことに伴い、当センターも、大

学独自の判断の下で運営されることとなりました。そのため、2010（平成 22）年 1 月、センター発足時からの活動を対象とし

た外部評価を実施し、その存在意義が評価されたことによって、当センターの存続が決まりました。その後、2012（平成 24）

年度と 2015（平成 27）年度にも外部評価を実施し、活動実績の評価と新たな指針を得つつ活動を行ってきました。

　2018（平成 30）年 3 月 1 日には、奈良女子大学に新たな研究所、大和 · 紀伊半島学研究所が設立され、共生科学研究センターは、

なら学研究センターおよび古代学研究センターとともに、この研究所を構成する研究センターの一つになりました。大和 · 紀伊半

島学研究所は奈良盆地及び紀伊半島を対象とし、自然 · 歴史 · 文化 · 社会など様々な視点から総合的に研究を行い、かつ、そうし

た研究に従事するものの利用に供することを目的としています。研究所を構成するセンターの一つとなった後も、共生科学研究

センターは設立当初の理念に基づく活動を継続しています。そのうえで、大和紀伊半島学研究所の設立、奈良教育大学との法人

統合、奈良カレッジズ構想の具体化などの変化に応じ、研究所内の他の 2 センターはもとより、学内や学外の研究者 · 研究教育機関、

および大和 · 紀伊半島地域の自治体や市民との連携を深めていく方向で、センターセミナーの公開化、近隣大学の関連センターと

の連携 · 情報交換の推進、センター管理下にある機材や施設の活用 · 共同利用の促進など、様々な変革を行っています。

　センター長は、初代の大石正（動物生理学）から古川昭雄（植物生態学）、和田恵次（動物生態学）、高田将志（自然地理学）、

保智己（動物生理学）を経て、2020（令和 2）年 10 月からは酒井敦（植物生理学）が務めています。



2

センター長

運営委員会

事務局

グループ I グループ II

共生科学研究センターの組織

各グループのメンバー構成

　　　酒井 敦（センター長）　　　　村松 加奈子（兼任教授）　　　　遊佐 陽一（兼任教授）
　　　佐伯 和彦（担当教授）　　　　高田 将志（担当教授）　　　　　西井 一郎（担当教授）
　　　吉本 光佐（担当教授）　　　　片野 泉（担当准教授）　　　　　瀬戸 繭美（担当助教）

　グループ I：生物・自然環境グループ

協力研究員

事務局

　　　三方 裕司（兼任教授）　　　　高田 将志（担当教授）　　　　　高村 仁知（担当教授）
　　　藤平 眞紀子（担当教授）　　　武藤 康弘（担当教授）　　　　　吉村 倫一（担当教授）
　　　竹内 孝江（担当准教授）　　　

　グループ II：物質・社会生活環境グループ

　
　上尾 達也		  尾﨑 まみこ		  落合 史生		  河合 里紗
　曽山 典子		  保 智己 		  前迫 ゆり		  萬成 誉世			 
　三木 健寿		  矢野 重信		  渡邊 三津子

　
　採用選考中	（非常勤研究員）
　川根 昌子	 （非常勤研究支援推進員）
　槌谷 けい子	（非常勤事務補佐員）

研 究 部 門
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グループ I

陸水生態系の生物多様性維持機構に関する研究

　河川や池沼などの陸水域は、人

間社会にとって身近であると同時

に、生物多様性の低下が最も著し

い生態系です。例えば、奈良県南

部の山地には貯水ダムが数多く存

在し、河川生態系に大きな影響を

与えています。また、大和平野に

は古地図にも記されているような

古いため池が存在し、灌漑の役目

を終えた後も里地生物の生息場と

して機能しています。本研究では、

水生昆虫を中心とした生物群集を

対象に、生息場の特性や食物網内

での相互作用を通して、生物多様

性がどのように維持されているの

か調べています。

広域宿主根粒菌と非マメ科マメ目植物の相互作用

　根粒菌とマメ科植物の共生について研究しています。窒素固

定共生を行う植物はマメ科を含むマメ目以外に、ブナ目、バラ目、

ウリ目にも存在します（これらの目を総称して「窒素固定クレー

ド」と呼びます）。植物ゲノム解析の進展により、窒素固定クレー

ドの共通祖先植物は根粒菌との共生

能を有した後にそれを欠失したとい

う進化シナリオが提唱されています。

このようなシナリオの検討を目指し

て、非マメ科のマメ目植物カスミヒ

メハギ Polygala paniculata を用いて

モデル実験系を構築するプロジェク

トに、基礎生物学研究所、東京大学、

山形大学などとともに参画していま

す。その中で、ミヤコグサ近縁種であるケミヤコグサ根粒に由

生物・自然環境グループ
Biology and Natural Environment Research Group

生物の世界における共生をはじめとする種間関係とその機構、生物の環境応答と
その機構、過去・現在・未来にわたる環境変動など、生物や自然環境に関する研
究を行います。

Fig. 1　ヒメハギ科とマメ科の、被子植物全体における系統関係（The Angiosperm Phylogeny 
Group 2016 Botanical Journal of the Linnean Society 181:1–20）。研究に用いたヒメハギ
属カスミヒメハギ（コバナヒメハギ、Polygala paniculata L）は南米原産ですが、現在、日本
では沖縄に帰化しています。バラ目、ブナ目、ウリ目の中には、放線菌目に属する細菌フランキ
ア（Frankia）属と共生して窒素固定を行うものが含まれ、根粒菌と共生して窒素固定を行うも
のが含まれるマメ目とともに、窒素固定クレードを形成すると提唱されています（Griesmann 
et al. 2018 Science 361: eaat1743, van Velzen et al. 2019 Trends Plant Sci. 24:49-57）。

Fig. 2　広域宿主根粒菌
Mesorhizobium loti NZP2037 株の
接種によりカスミヒメハギの根毛に
生ずる変形。矢頭の色は、それぞれ、
赤（curling）、橙（swelling）と黄

（branching）を示します。

陸水生態系の多様な生物分類群

ため池（五條市）
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来する広域宿主根粒菌が、カスミヒメハギに根粒形成の初期過

程である根毛の変形応答を起こすことを明らかにしました。こ

の結果は、根粒を作らないカスミヒメハギが根粒形成の初期応

答の仕組みの一部を備えている可能性を示しています。

植物の細胞内、細胞間、および他の生物との間で見られる相互
作用について

　植物は、光合成によって無機物から有機物を作って生きてい

くことができる光合成独立栄養生物です。植物の細胞内に存在

する葉緑体とミトコンドリアは、自身を形成するために必要な

遺伝子の一部だけをもっている半自律的なオルガネラで、かつ

ては独立生活を営んでいたシアノバクテリアや α - プロテオバ

クテリアの細胞内共生により成立したと考えられています。植

物細胞の増殖 · 分化の際には、これらオルガネラのゲノムの複製

や転写が細胞の増殖 · 分化に合わせて協調的に制御される必要が

あります。そこで、これら

2 種類のオルガネラゲノム

の複製や転写がどのように

制御されるのかを、複製 ·

転写に関わる酵素や、DNA

の折り畳みに関わるタンパ

ク質の観点から調べていま

す。そのほか、病原微生物

の感染部位の細胞が自殺す

ることで感染拡大を防止す

る「過敏感細胞死」の際に

見られる細胞間の情報伝達

や、他の植物が放出する化

学物質、他の動物による物

理的ストレスや環境攪乱な

どが植物個体に及ぼす影響

についても調べています。

海洋酸性化に対する沿岸生態系の応答予測

　人間活動に伴う大気中の二酸化炭素 (CO2) の濃度上昇は地球

の気温を上昇するだけでなく、CO2 が海洋に溶けることに起因

する化学反応の進行で海洋を徐々に酸性化しています。海洋酸

性化は「もう 1 つの CO2 問題」と呼ばれ、酸性化に対する海洋

生態系の応答を予測し、海洋生態系と海洋生態系から恵みを受

ける私たちが潜在的に

抱えるリスクを理解す

ることは重要な課題で

す。私たちは筑波大学

下田臨海実験センター

と協力し、式根島 CO2

シープ（CO2 が海底か

ら漏れ出している場所）

周辺で得られた知見に

基づき、CO2 の濃度上昇に対する生物の増殖や相互作用の応答

をモデル化し、数値シミュレーションによる将来予測に取り組

んでいます。

人類紀の環境変遷史と自然災害履歴の解明

　新しい年代測定法を用いた人類紀の環境変遷史の復元ととも

に、環境変化と深い関

係を有する自然災害履

歴の解明を進めていま

す。 前 者 に つ い て は、

科学研究費補助金の基

盤研究（B）（研究代表者：

高田将志）「風成堆積

物から読み取る更新世

末～完新世の陸域環境急変期―ユーラシア大陸

東西の比較」などを通して、日本列島に分布す

る火山灰土（図１）とユーラシア大陸西部のレ

ス堆積物との比較から、歴史～先史時代の環境

急変期の状況について比較検討しています。後

者については、奈良盆地や近畿圏における地震

災害 · 風水害の埋もれた災害履歴を発掘し、そ

れら災害の特徴について新たな視点を見出すべ

く、研究を進めています（図２）。

人工衛星を用いた陸域環境変動のモニタリング

　人工衛星データを用いた陸域環境変動モニタリングを目的と

し、植生総生産量推定アルゴリズムの開発や植生タイプの分類

手法の開発、地域における衛星データの利用可能性に関する研

究を行っています。

　植生総生産量推定の手法の開発に関しては、光合成過程をそ

のキャパシティーと気象要因などのストレスによる抑制部分に

分離し、それぞれの過程に対応する推定手法の開発を行ってい

ます。クロロフィル量に感度の高い分光反射率の波長帯を検討

し、そのクロロフィル指標を用いて光—光合成曲線のパラメー

タを推定する方法で、総生産キャパシティーの推定アルゴリズ

ムを開発しています。光合成の抑制部分に関する研究は、地上

光合成を営む細胞（葉肉細胞）と光合成を営まない
細胞（培養細胞）の比較
光合成細胞は赤く見える葉緑体をもつが、非光合成
細胞は葉緑体をもたない。青白く光って見えるのが
DNA。核は大きな球状の構造として、葉緑体やミト
コンドリアの DNA は小さな点として見える。

CO2 濃度上昇に対する大型藻類被度の応答予測。CO2 濃
度があるレベルに達すると（赤の領域）大型藻類が豊富な
生態系から少ない生態系へと急激な遷移が生じる可能性
がある。

図１　分析対象としている日本列島の火山灰土（栃木県
那須郡那珂川町芳井）

図２：『地図で読み解
く奈良』（かもがわ出
版、2022 年、高田将
志：第２章　奈良盆地
―水環境をめぐる問
題）

式根島 CO2 シープ（筑波大学下田臨海実験センター和田茂樹博士より提供）。
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での光合成と葉温の日中変化

の観測とモデルを用いた解析

を基礎として、気象衛星で観

測される地表面温度の日中変

化を利用する方法の研究を行

ない、人工衛星からの全地球

総生産量推定の精度向上を目

指しています。

　地域スケールの研究では、地域観測衛星のデータを用いて、

奈良県 · 京都府南部における環境のモニタリングのための竹林の

抽出 · ナラ枯れのモニタリングを行なってきました。現在は、林

業で重要なパラメータである樹冠高を航空機レーザ計測データ

より簡便に推定する方法の開発により、スマート林業への支援

を目指しています。

　また、総合地球環境学研究所の Aakash project 「大気浄化、

公衆衛生および持続可能な農業を目指す学際研究：北インドの

藁焼きの事例」にて、野焼きの火元と野焼き跡地を人工衛星デー

タから判別する方法の研究を行なっています。

ボルボックスを用いた多細胞化の分子機構の研究

　生物は単細胞生物から多細胞生物へと進化（多細胞化）する

ことにより多様な種を生み出してきました。初期の多細胞化は、

同じ遺伝子をもつ単細胞生物が共生していく過程と見ることが

できます。多細胞性の緑藻ボルボックスおよび単細胞緑藻クラ

ミドモナスをはじめとする近縁の緑藻類は、現存している種に

よって多細胞化の経緯が辿れることから、多細胞化の初期の過

程を知ることができる重要で稀有なモデル生物群です。ボルボッ

クスの発生現象に必須の遺伝子を単離 · 解析するとともに、単

細胞生物の持っていた遺伝子がどのように多細胞化に利用され、

進化してきたのかを明らかにしていくことで、多細胞化の分子

機構に迫ります。

「盗まれた」葉緑体に基づく生態系の理解

　嚢舌類ウミウシは、藻

類から葉緑体を取り込み、

光合成に利用します（盗

葉緑体現象）。このような

能力をもつ動物は極めて

稀であり、「盗まれた」葉

緑体が生態系においてど

のような役割を果たして

いるのかについては明ら

かになっていません。そ

こで、ウミウシに取り込まれた葉緑体がウミウシ自身の生存 · 成

長 · 繁殖にどのように役立っているのか、盗葉緑体による光合

成の効果が次世代に及ぶのかなどについて調べています。また、

嚢舌類では、首元で自切し、心臓を含む体部を再生する種が最

近発見されましたが、そのような大規模な再生現象における盗

葉緑体による光合成の役割も明らかにします。さらに、嚢舌類

の寄生者や餌の藻類への波及効果、物質循環における役割など、

生態系全体における盗葉緑体の役割も解明します。

睡眠 ･運動時や高血圧発症時の自律神経の変化とその役割に関
する研究

　自由行動下のラットを用い、睡眠 · 覚醒 · 運動時の交感神経活

動による循環機能調節について研究をしています。特に、自由

行動ラットの交感神経活動を長期計測する独自の方法を確立し

ました。この方法を用い、睡眠レム期には、筋肉活動が増加し

ないにもかかわらず覚醒 · 行動時と同じような交感神経活動と

循環動態の変化が生じ、上位中枢活動の活性化のみで交感神経

活動を変化させていることを報告してきました。また、正常状

態から高血圧発症へ移行するときに交感神経活動がどのように

高血圧発症に関与するのかを検討

しました。さらに、2020 年から

JST の Moonshot プロジェクトに

参画し、『自律神経を介した臓器間

ネットワークの機序』の解明を目

指し、意識下動物での副交感神経

活動の計測に挑戦しています。

体細胞生殖細胞
◀眼点

▲鞭毛

ボルボックスの若い球体（左）と成長し
た球体（右） 若い球体は大きな生殖細
胞と2000個以上の小さな体細胞からな
る。大きな生殖細胞は、二日後、成長し
た球体の中に見られる次世代のボルボッ
クスに発生する。

群体性

群体性

群体性

多細胞性（分化あり）

細胞数の増加、体制の複雑化

Human & Rat: 80 MYA 
ヒトとラットは8千万年前に分岐

単細胞性藻類 
クラミドモナス

2.2億年前 現在

多細胞性藻類 
ボルボックス

8-16細胞

16細胞

32-64細胞

64-128細胞

5 μm

10 μm 20 μm 50 μm 50 μm

ゴニウム パンドリナ ユードリナ プレオドリナ

ボルボックスの近縁種で辿る多細胞化　ボルボックスの仲間の種は、単細胞性緑藻クラミドモナスに似た種を起
源とし、約2.2億年前から現在にかけて進化した。群体の細胞数が増加するに伴い、より複雑な体制を獲得した。
ゴニウムは平面状に細胞が並んでいるが、パンドリナより細胞数の多い種は全て球状の体制をもつ。プレオドリ
ナとボルボックスでは体細胞と生殖細胞の分化があり、生殖細胞のみが次世代を作る。

Sentinel-2 衛星により観測された野焼きの火元
（赤丸）とその煙

図 1．嚢舌類コノハミドリガイ（左）と自切直後の様
子（右：三藤清香撮影）.

図 2．嚢舌類クロミドリガイ（左）とカイアシ類の寄
生虫（右：三藤清香撮影）. 

実験風景
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グループ II

環境共生的な食生活の構築

　公設試験研究機関および企業等

との産官学連携を通して、嗜好性

や機能性の高い品種の創出や栽培

方法の確立、付加価値を高める調

理加工法の開発等を行っていま

す。現在は、奈良県で育成したイ

チゴ品種（図１）の嗜好性および

機能性について、また、奈良県で

栽培したマイクロシードスイカ品種の嗜好性および機能性につ

いて、奈良県農業研究開発センターと共同研究を行っています。

また、食資源の有効利用に関して、国内で自給できる穀物であ

る米を用いた食品の加工法を開発しています。現在は、グルテ

ンフリー米粉パンの新しい製造方法（図２）や玄米を用いた食

品の開発などについて研究を行っています。これらの研究を通

し て、 環 境 に 優

しい食生活の構

築を図ります。

ニオイ物質分析のための高感度大気圧イオン化イオン移動度分
析法の開発

　文化財現場において早期に真菌の増殖を発見し、カビ種を迅

速に特定するための大気圧イオン移動度分析装置（IMS）を開

発しています。IMS は、数 ppb レベルの濃度のガスを数ミリ秒

で検出でき、装置が小型で持ち運びが可能であるという利点を

もちます。古墳近辺や奈良女子大学内の土壌から採取されたカ

ビ数種を培養し、胞子の発芽、菌糸の伸長、胞子形成の各段階

で発散するニオイ物質を IMS 分析した結果、土壌に生息するカ

ビは、生育の各段階で、異なる種類の物質を放散していること、

その種類と濃度を計測することでカビの種類 · 生育段階を推定で

きることを見出しました。さらに、呼気中に含まれる化学物質

の分析から健康状態を診断するための IMS を開発しています。

生活空間における吉野材の魅力と価値に関する研究

　奈良県吉野地方は、古くから林業を産業としており、長伐期、

密植、多間伐により、良質な木材を生産してきました。吉野材

は節のない、まっすぐな、年輪の込んだ、美しい艶（光沢）を

もつ、強度性能に優れた高級優良品として高く評価されてきま

環境負荷の少ない新規化学物質の開発や環境中の化学物質のモニタリング技術の
開発や、環境負荷の少ない衣食住や社会システムの構築に向けた調査研究を行い
ます。

物質・社会生活環境グループ
Green Chemistry, Social Environment, and 
Living Environment Research Group

図１．奈良県育成イチゴ品種
左上：古都華、右上：珠姫、左下：奈乃華、
右下：ならあかり

図２．グルテンフリー米粉パン焼成における加水温度と膨化度との
関係
左から加水温度 5℃、56℃、66℃、76℃。
加水温度 66℃で膨化度が最大となった。
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したが、現在、消費者が吉野材をど

のように認識し、評価しているか不

明な点が多くあります。生活空間に

吉野材を用いた時の印象評価、視覚

や触覚などによる感覚評価や生理反

応について、また、消費者の木材に

対する嗜好の把握

などを行っていま

す。さらに、長期

間良い状態で使い

続けられるよう維

持管理のあり方を

検討しています。

そして、吉野材の

魅力や価値を改め

て認識し、吉野材

を用いた木製品の

商品開発をはじめとする吉野材市場の活性化へつながる提案を

考察しています。

環境中有害重金属の検出法の開発

　自然界や生体内には、微量の金属

イオンおよび無機イオン、さらには

有機分子が数多く存在しています。

環境測定の観点から、そのような微

量金属や微量物質を特異的に、感度

良くかつ簡便に検出 · 定量する技術が

求められています。特に、蛍光シグ

ナルの変化を用いて標的イオンや標

的分子を検出する方法は、高い感度

および標的物質特異性などの点から

近年特に注目されています。私たちは、有機合成化学の手法を

用い、含窒素複素族化合物であるキノリンという化合物の特性

を活用した蛍光センサーについて研究を行っています。その中

で、蛍光センサー分子の一部の構造を少し変化させるだけで検

出標的となる金属イオンが亜鉛イオンからカドミウムイオンへ

劇的に変化する例もいくつか報告しています。

いにしえ人は、いかにして木の実を食したのか

　平成 13 年以降、紀伊山地を中心にトチノミの可食化処理方

法の現地調査を実施してきた。堅果類の可食化処理方法は、地

域によっても差異がみられるが、これは環境的な要因ではなく、

食品の形態と処理方法の習得や伝承等の差異によって形成され

たものと推察される。さらに、このような堅果類の食習慣が、

どこまで遡りうるのかも重要であ

る。縄文時代には主要な食糧資源

であった堅果類ではあるが、中世

には史料も考古学的資料も乏しい

のが現状である。しかし、近世の

農業書には救荒食として堅果類に

ついて記されている。この間隙を

つなぐのが、中世に活動した修験

者ではないかと筆者は考える。北

上山地、飛騨地方、紀伊山地、四

国山地、いずれも聖山の地に、こ

れらの食文化が残されているので

ある。 

環境適合型界面活性剤の開発

　界面活性剤は、気 / 液や液 / 液界面に吸着し、水中で会合体

を形成します。これらの特性を利用して、界面活性剤はトイレ

タリーや化粧品など幅広い分野で使用されています。界面活性

剤が環境中に放出された場合に、分解されにくいといった問題

が起こります。このような環境問題を意識しながら、環境負荷

の低減や高性能 · 高機能性の発現を目指した新規環境適合型界

面活性剤の開発を行っています。新規界面活性剤の分子設計 ·

合成から物性評価、分子集合体のナノ構造解析など、幅広い研

究手段で進めています。会合体のナノ構造は、大型放射光施設

SPring-8 の X 線小角散乱（SAXS）、J-PARC や JAEA の中性子

小角散乱（SANS）の装置を用いて解析を行っています。また、

界面活性剤がつくる泡沫の構造や安定性を調べ、この泡沫を用

いて、重金属イオンを捕捉 · 回収する泡沫分離の研究も進めてい

ます。

　吉野スギ（製材所にて）

　フローリング材に素足で触れた時の評価（試料を見ないで）

高知県安芸市の郷土食カシキリトーフ
　樫の実のデンプンを固めたゼリー状の食
品で、葉ニンニクのヌタをつけて食する

トチモチ作り　川上村北和田にて

図１　界面活性剤の気 / 液界面での吸着と水中での会合体形成

図２　界面活性剤がつくる泡沫のミクロ構造

蛍光プローブを用いた亜鉛およびカ
ドミウムイオンの検出
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共生科学に関する研究成果をベースに、初等・中等教育や地域連携事業、データ
ベース公開、他機関との連携等さまざまな活動を展開しています。

センターの活動

１．教育的・社会的活動

「共生科学」

　2011（平成 23）年度から、本センター教員が、人間

と自然との共生の在り方を物質から地球環境までのマル

チスケールの視点から学ぶ「共生科学」を開講しています。

「共生科学セミナー」・「共⽣科学特別演習」

　奈良女子大学大学院人間文化総合科学研究科博士後期

課程の組織改編に伴い、2020（令和 2）年度から、本セ

ンター教員がコーディネーターとなり、「共生科学」に関

わる学内外ゲストスピーカーや受講生による研究発表と

討議を行う標記授業を開講しています。セミナーでは、

野外体験実習に関わるアウトリーチ活動、特別演習では、

シンポジウムの開催と関係したアウトリーチ活動などに

も参画する機会を提供しています。

「地域社会の課題演習」・「地域探究実践演習」

　本センター教員が分担担当する文学部専門科目（人文

社会学科学科科目）として、「地域社会」が現在どのよう

な問題に直面しているのかを、主に、自然地理学や人文

地理学の観点から、多様なフィールドワークの手法を交

えながら考えてゆく授業を開講しています。

　開講科目

　陸水生物学の研究を長年にわたって行ってこられた

川合禎次本学名誉教授から寄贈された水生昆虫に関す

る図書、文献を保管しています。これらは本学図書館

の蔵書として登録しており、外部からの問い合わせ、

複写依頼や閲覧に応じています。

　地域貢献事業の一環として、平成 13 年度より小中

学生向けの野外体験実習を東吉野村の大和 · 紀伊半島

学研究所 分室で継続して実施しています。

　自然誌情報の収集と公開（河合文庫など )

　初等・中等教育および地域との連携
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２．他機関との連携

３．共生科学研究センターシンポジウムの開催
　本センター主催のシンポジウムを毎年度 1 回開催しています。

・奈良県

・奈良県吉野郡東吉野村

・奈良教育大学 自然環境教育センター

・奈良先端科学技術大学院大学 デジタルグリーンイノベーションセンター

・紀伊半島研究会

国内シンポジウム

2001（平成 13）年

2004（平成 16）年

2004（平成 16）年

2006（平成 18）年

2007（平成 19）年

2008（平成 20）年

2009（平成 21）年

2011（平成 23）年

2012（平成 24）年

2013（平成 25）年

2015（平成 27）年

2016（平成 28）年

2017（平成 29）年

2019（平成 30）年

2019（令和元）年

2021（ 令 和 3）年

2021（ 令 和 3）年

2022（ 令 和 4）年

第 1 回 	 設立記念シンポジウム「地球環境問題と共生科学」

第 3 回 	 人と地球の健康増進を目指す化学からのアプローチ

第 4 回 	 紀伊半島の自然環境と人－先人の暮らし · 知恵からエネルギー問題まで－

第 5 回 	 地球温暖化と都市化－緑は環境を緩和するのか ?－

第 7 回 	 光がおりなす人類の未来

第 8 回 	 生物にみられる共生の世界－奈良の生物学者からの発信－

第 9 回 	 紀伊半島の生活－衣食住と文化－

第 11 回	宇宙からの目で地球を知る · 地域を知る

第 12 回	解き明かされる動物たちの多様な行動－アリからサルまで－

第 13 回	紀伊半島の河川生態系と流域環境

第 15 回	紀伊半島沿岸の海の生物の保全を考える

第 16 回	ナラ枯れと里山林のダイナミズム

第 17 回	地域が持つ資源について考える：紀伊半島の持つ資源とは何か？

第 18 回	紀伊半島の森里海生態系の再生

第 19 回	紀伊半島にみる自然と共生－ニホンオオカミを育む森－

第 20 回	奈良盆地 · 紀伊半島の風水害と土砂災害（オンライン開催）

第 21 回	環境教育と保全活動を考える－紀伊半島の海の生物から－（オンライン開催）

第 22 回	樹と水と人の共生を未来へつなぐ

第 2 回	 Global Environment and Forest Management  （地球共生系と森林の持続的保全）

第 6 回	 Sustainable Management for Natural Environment in Asia 
　　　　（アジアにおける自然環境と私達）

第 10 回	Chemical Approach to KYOUSEI Science（共生科学への化学からのアプローチ）

第 14 回	Recent Advances in Invasion Biology （外来生物に関する近年の進展）

国際シンポジウム

2003（平成 15）年

2006（平成 18）年

2010（平成 22）年

2014（平成 26）年

11 月

3 月

12 月

3 月

10 月

12 月

12 月

12 月

11 月

12 月

12 月

12 月

12 月

1 月

11 月

1 月

12 月

11 月

17 日

6 日

18 日

4 日

31 日

7 日

13 日

17 日

23 日

14 日

5 日

17 日

16 日

12 日

23 日

9 日

4 日

23 日

1 月

10 月

12 月

11 月

24,25 日

21 日

4 日

8 日
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４．出版物

５．共同利用施設

・共生科学研究センターニューズレター（年 2 回発行）（～ 2018）

・大和 · 紀伊半島学研究所ニューズレター（年 1 回発行）（2019 ～）

・『紀伊半島の自然と文化』紀伊半島研究会 · 奈良女子大学共生科学研究センター共編（2013）
　≪改定デジタル版≫センターウェブページで公開

・平成 23 〜 25 年度『特別経費（プロジェクト分）事業「源流から河口域までの河川生態系と
　流域環境との連環構造－紀伊半島の河川郡の比較より－」活動報告』  奈良女子大学共生科学
　研究センター編（2014）センターウェブページで公開

　本センターでは、大学構内（東町地区コラボレーションセンター）

にある共同実験室（Z108 室）、生物育成室（Z109 室）、および東

吉野村にある旧四郷小学校校舎を利用した大和 · 紀伊半島学研究

所 東吉野分室の管理と共同利用の促進事業を行っています。

　共同実験室の設備としては、2008（平成 20）年度より配置し

ている有機微量元素分析装置があります。この装置は、有機物の

主な構成元素である、炭素 (C)· 水素 (H)· 窒素 (N) の含有量を測

定する装置です。試料を微量はかりで量り取り、ヘリウムと酸素

の混合ガス中で完全燃焼します。燃焼ガスは酸化および還元を経

て H2O·CO2·N2 とキャリヤーガスであるヘリウムの混合物となり、

直列につながった 3 対（H、 C、 N）の熱伝導度検出器に送られま

す。ここで H2O·CO2·N2 の定量が行われ、最初に量り取った物質

量から C、 H、 N の含有量を求めることができます。また、微分干

渉機能付き蛍光顕微鏡や、レーザーマイクロダイセクション、ク

リオスタット等、専門的な研究を進めるために必要な機器類があ

ります。その他にも、学内共同利用機器である質量分析計やジェ

ネティックアナライザも設置されています。

　生物育成室では、温湿度等を操作できるほか、植物の育成に必

要な水銀灯が 28 個設置されており、タイマーによる on/off が可

能です。

　東吉野村の旧四郷小学校全フロアを借用する形で設置されて

いる、大和 · 紀伊半島学研究所の分室を管理 · 運用しています。

2001（平成 13）年度より継続して年 1~2 回行っている小 · 中学

生向けの野外体験実習や河川生態系の研究 · 教育、および地域交

流の拠点として利用しています。 東吉野分室（展示室）

有機微量元素分析装置

共同実験室（Z108 室）
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